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傷トラック法による伊豆半島の活断層調奮
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　　Study　on＆ctive魚ults　in　the　Izu　Peninsula　usingαtrack　etch　method。B％ll．σ60乙S％7∂．

　　」ψごzη，voL32（4），P。199－212．

ALs重畑c留Theαtrack　etch　method，which　is　one　ofthe　geochemical　survey　methods飼r　the

mapping＆nd　detection　ofactivefaults　and　the　evalu＆tion　oftheir　activities，has　been　applied　to

ten　sites　fbr　the　purpose　ofthe　earthquake　prediction　research　program。

　　The　method　conventionally　measures　relative　radon　concentration　in　the　soil　gas　by

counting　the　number　of　tracks　per　cm2・d包y　on　a　small　piece　ofplastic　film（cellulose　nitrate）

which　is　sensitive　toα一ray　radiation。

　　As　the　result　of　the　track　measurement　on　many　survey　lines　crossing　ten　active　fゑults

including　earthquake　faults　in　the　Izu　Peninsu1＆，the　fbllowing　was　clarified：

1．

2．

3．

The　peak　oftrack　mmber　appcars　mostly　on飴ult　lines　but　sometimes　shifts　ffom　it．

The　line　connecting　Peaks　on　the　several　survey　lines・corresponds　to　the　strike　offault．

Relative　position　between　the　peak　and　the魚ult　line　on　the　surface　suggests　the

type　of癒ult，normaユor　reverse．

The　track　number　observed　on　thin　Qμatemary　strata　is　generally　larger　th翫n　that

on　thick　Qμatemary　strata　at　an　active　fault　concemed．This　fact　shows　that　the

risinεtime　of　radon　gas　is　controlled　by　the　thickness　of　covering　strata。

要　　旨

　伊豆半島地域の活断層（地震断層を含む）を対象とし

て，αトラック法による活断層の探査及びその活動度の

評価に関する研究を試みた．

　この結果，測定トラック数のピークのあらわれた位置

は，通常，断層線のそれに一致する．時には，断層線か

ら若干シフトするが，これは断層面の傾斜方向を示唆す

る．以上から本方法は，活断層の探査及びそのマッピン

グの手段として有効である．また，定点における繰返し

継続観測によって，ラドン濃度の経時的変化が把握でき

る．この経時的変化を吟味することによって，当該活断

層の活動度の評価が可能となるものと考えている．

1．　ま　え　が　き

　本方法は，活断層周辺の土壌中に含まれるラドンの相

対濃度を，固体飛跡検出器を使用し，単位時間・単位面

積当りのα線の飛跡（トラック）数としてとらえること

によって，土壌被覆下における活断層の位置を推定する

＊環境地質部　＊＊技術部　＊＊＊地質部　＊＊＊＊元地質部

ことができる．また，定点における反覆継続測定によっ

て，ラドン濃度の相対的な変化の観測も可能であり，そ

の変化から当該断層の活動度を評価することも可能と考

えられる（第1図）・

　この様な見地から，地質調査所では1977年に，αトラ

ック法の開発に着手した．なお見野ほか（1977，1978），

貞広ほか（1980）も7線の強度分布から，活断層の位置

を確定し，定点における経時変化からその活動を評価で

きると報告している．

　従来，活断層調査は，一般に地形学的手法及び地質学

的手法によって行われてきた．しかし，これらの手法で

は，ある断層が活断層であるか否か，すなわち，第四紀

後期における活動を確認し，活動度を求めることが不可

能な場合がある．また，断層変位地形と組織地形との識

別が困難な場合が少なくない．そのような場合には，α

トラック法は，活断層の分布やその活動度を解明する上

で，特に重要な手法となるといえよう．

　ここに筆者らが伊豆半島の活断層を対象として1977年

以来行ってきたαトラック法に関する調査研究の結果に

ついて概要を報告することにする．
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　　　　　　　　2．調　査地　点

　本研究は第1表に示す10カ所の活断層を対象として実

施された．野外における調査地点は第2図に示すとおり

である．すなわち，1930年北伊豆地震（M7。0）時に新た

な変位を生じた丹那断層系に属する丹那・浮橋・大野・

　　㊥u

⑭O

㊥④To

K
　働H

㊥Tq

Rn　conc

⑳N ⑲

ln

lmlr

survey　Iine

o 10 20　　30　　40km
surfqce

蝋・Ψ
　　　　　　　　　　　　　bqsement

　　　　　　　　　qc↑ive
　　　　　　　　　fquけ

　　　Rn　gαs

第1図　活断層とラドンガス発散機構模式図

　　　　Schem＆tic　profile　of　active魚ult　and　me－

　　　　chanism　ofradon　g＆s　emanation．

第1表

第2図 調査位置図，Ta：丹那断層，U＝浮橋断層，

0：大野断層，To：年川断層，K：加殿断

層，H；姫ノ湯断層，N；梨本断層フIn＝

稲取一大峯山断層，Im；入間断層ンIr：石

廊崎断層

Location　of　the　survey　sites，Ta：Tanna

色ult，U：Ukihashi魚ult，O：Ohno毎ult，

To：Toshikawa　fゑult，K：Kadono　fault，Hl：

H：imenoyu　fゑult，N：Nashimoto魚ult，In：

In＆tori　魚u1ち　Im：　Iruma　毎ult　and　Ir：

Irozaki£＆ult．

伊豆半島における調査対象活断層（活断層研究会編，1980，目本の活断層より．一部加筆）

　　Characteristic　of＆ctive　faults　surveyed　in　the　Izu　Peninsula（The　research　group　fbr

　　active癒ults，1980。Modi且ed　partly　by　the　authors）．

Name　of
αctive飯Ult

　　　　　　Fault　　　　　Displacement　　　　　　Date

欝齋・而p亜・漏斎漏蜘Film　　　Others

T＆nna
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Ohno
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　L（1000）1979，M。261930。XL26

　　　　　1980．】1．　7
　　　　　　　　　　　1930．組．26
　　　　　1980．IV．22

L（2・・一5・・）1講：羅：2左193αM・26

　　　　　11駕：2五193・・阻・26

　R（250）

R（60－300）

　R（1）

1977．XI．21　1930，）豆．26

1978．V皿．21　1930．）豆．26

1977．XI．211974．V．9

1979．V旺．31974．V．9

1978．V．231978．1．14

1978．X旺．12

7。O　LR115－2Weekly
　　　　　　observation

7．O　LR115－2

　　CA80－157．O
　　LR115－2
　　CA80－157．O
　　LR115－2
7．O　CA80－15

7．O　CA80－15Weekly
　　　　　　　observation

6．9　CA80－15

6．9　LR115－2

7．OCA80－15Weekly
　　　　　　　observation

　　LR115－2

’
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αトラック法による伊豆半島の活断層調査（加藤・池田・高橋・永田・柳原・伊藤）

年川1）・加殿及び姫ノ湯断層，1974年伊豆半島沖地震

（M6．9）時に新たな変位を生じた入間及び石廊崎断層，

1978年伊豆大島近海地震（M7，0）時に新たな変位を生じ

た稲取一大峯山断層及び星野ほか（1978）により推定活

断層に分類される梨本断層である．

　なお，丹那・姫ノ湯及び稲取一大峯山断層の定点にお

いては，断層活動度の評価を目的として1週間毎の定期

観測を実施中である．

3。測　定　方　法

　αトラック法による，活断層に関連する土壌中のラド

ン濃度測定の原理及び方法については，加藤ほか（1979a，

1979b）及び阪上（1973）によってすでに紹介されている

ので，ここではその概要を述べるにとどめる．

　すなわち，活断層を横切る測線上に観測点を設定し，

そこに電動オーガーによって孔径6cm深度80cmの孔

を掘さくし，孔明塩化ビニール管を埋めこむ．固体飛跡

検出器として硝酸セルローズフィルムを孔底部に吊し，

ラドンガスのα線放射に曝露させ1週間前後でこれを回

収する（第3図）・回収したフィルムは水酸化ナトリウム

溶液でエッチング（蝕刻）を行い，トラックを拡大固

定する．フィルム上にあらわれたエッチピット（第4図）

の数を計測し，1cm2・1day当りのトラック数に換算

し，その分布，すなわち，ラドンの相対濃度を求める．

1）修善寺町年川で，大野断層と加殿断層を結ぶ断層の仮称名

4・測定結果と考察

4。1　丹那断層

本断層及び後述する浮橋・大野・年川・加殿・姫ノ湯

rUbber　s

polyviny
chloride
pipe

†hreqd

clip

船》

rubber　s†opPer

cel　Iulose

ni↑rq†e　film

2×3cm

80cm

　　　　卜6c覇

　第3図　観測孔模式断面図
Schematic　profile　of　the　observation　hole。

蟷難

灘．

灘

第4図 硝酸セルローズフィルム（コダック製CA80－15）上のエッチピット．直径3士μm

Etch　pits　on　the　cellulose　nitrate且lm（Kodak　CA80－15）。Their　di＆meter　is3±μm

in　average．
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丹那及び浮橋断層（星野ほか，1978）と調

査地点，Ta；丹那断層上，U：浮橋断層上
（図は伊豆半島活断層図の一部を加筆使用したものであ
る）

Tanna　fault　and　Ukihashi　fault（HosHINo

8渉α」．，1978）and　their　survey　sites，Ta＝on

theTannafault＆ndU：Ukihashi飴ult．

第5図

断層は，1930年北伊豆地震（M7・0）の時に，新たな変位

を生じた丹那断層系に属する地震断層である．本断層及

び浮橋・大野・加殿断層は南北性左ずれの断層である．

姫ノ湯断層は東西性右ずれの断層である．

　Ta地点（第5図〉付近における丹那断層の水平変位

量は2・5－3．5mに達する．垂直変位量は調査地付近が断

層の蝶番部にあたりゼロである．これより以北は東側隆

起，以南は西側隆起である（松田，1鮮2）．

　丹那断層を対象とする調査は函南町畑の丹那盆地（第

5図のTa地点）で実施した．観測孔は断層を横切る3

測線上に，A測線では2。5m間隔で，B及びC測線では

10m間隔で合計29孔設定した（第6図）・なおA測線のす

ぐ南側に，断層のオフセットが保存されており，文部省

によるr天然記念物丹那断層」の立看板にその詳細につ

いての説明がある．観測孔No．4は断層線上に位置す

る．

Lineconnec↑ingPeαk5
0n↑heseverd［survey
ilnes

」

／9。●。

谷。・

嬉
　　θ砺e

鎗

ζ

第6図

　　　　　　　　　　／～戸

　　　　　　　臨八4（妬

　　　　　　　Monumen†0　　50　iOQm

一一調査地点Taにおける測線A。B。Cと観測
孔配置図

Arr＆ngement　of　the　survey　lines　A，B　and

C　and　the　observation　holes　at　the　survey

siteTa．

　測定は1979年12月に行われ，その結果は第7図に示

す．3測線上のトラック数のピークを結ぶ線は，伊豆半

島活断層図に示された丹那断層の走向とほぼ一致する．

しかし，詳細にみると，A測線上のトラック数のピークは

地表にあらわれた断層位置No・4から西側へ2・5m外れ

たところにある。B及びC測線上でもトラック数のピー

クは，地表にあらわれた断層線（A測線上のNo。4と丹

那盆地中央にある森の西縁を結ぶ線）より西側へ10－20

m外れたところにある。丹那燧道工事誌（1936）によれ

ば，C測線北側で実施された丹那トンネルC号試錐によ

って，厚さ約55mの湖成堆積物の存在が確かめられてお

り，B測線及びC測線はこの湖成堆積物の上に位置して

いる．また，松田（1972）によると，この付近での断層
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αトラック法による伊豆半島の活断層調査（加藤・池田・高橋・永田・柳原・伊藤）
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Distribution　of　the　track　number　observed　on　the　survey　lines　AンB　and　C　at　the

survey　site　Ta。
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　　　　第8図　調査地点Uにおける測線上のトラック数分布図

Distribution　of　the　track　number　observed　on　the　survey　line　at　the　survey　site　U．

面の傾斜は西へ75－80度である．これらのことからみて，

ラドンが断層面に沿ってあるところまで上昇し，そこか

ら表層土壌中を垂直方向の軽路を通って上昇するため，

地表面における断層線より西側へあらわれるものと考え

られる．

　A測線上におけるトラック数のピークは，B及びC測

線のそれに比べて高い．これはA測線は山地に位置し基

盤が浅く，B及びC測線は上述のように，厚い湖成堆積

物上にあるため基盤が深く，ラドンの上昇時問の差によ

るものと考えられる．

　なお，A測線上のNo・3，4，5，6及びB測線上の

No。12の5点において定期観測を実施中である．

　4．2浮橋断層

　U地点（第5図）付近における本断層の水平変位量は

1－2m，垂直変位量はゼロである（松田，1972）．

　浮橋断層を対象とする調査は大仁町浮橋（第5図のU

地点）で実施し，断層を横切る1測線上に5－10m間隔

で観測孔を17孔設定した．

　測定は1980年2月と4月に行われ，その結果は第8図

に示すように，数点でトラック数のピークが測定され
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第9図　大野・年川・加殿及び姫ノ湯断層（星野ほ
　　　か，1978）と調査地点，0：大野断層上，

　　　To：年川断層上，K：加殿断層上，H；姫
　　　ノ湯断層上　（図は伊豆半島活断層図の一部を加筆使

　　　用したものである）

　　　Ohno　fault，Toshikawa　fault，Kadono　fault

　　　and．Himenoyu　fault（壬i｛osHINo6君α乙，1978）

　　　　and　their　survey　sites，0：0n　the　Ohno

　　　魚ult，To：on　the　Toshikawa　fault，K：on

　　　the　Kadono魚ult　and　H：on　the　Himenoyu

　　　魚ult．

た。なお，トラック数の再現性をみるため，2回の繰り

返し測定を行ったが，いずれもほぼ同様な結果が得られ

た．No・8のピーク位置は，土地の老人の言によれば当

時の断層線と一致している。トラック数のピークが数点

にあらわれるのは，数個の副断層あるいは幅の広い破砕

帯の存在に起因するものと考えられる．

　へ3大野断層
　0地点（第9図）付近における本断層の垂直変位は西

側隆起であるが，南端部では東側隆起であり，その蝶番

点は断層が古川を横切る付近にあたる（松田，1972）・

　大野断層を対象とする調査は修善寺町大野（第9図の

O地点）で実施した．測線及び観測孔の配置は第10図に

示す．なお，A，B，Cの各測線の測定は1978年7月に，

D，E，Fの各測線の測定は1979年6月に行った．観測孔

は6測線上に5－10m間隔で合計68孔設定した。

　測定の結果は第10図に示すように，A，B，Cの各測線

上のトラック数のピークはほぼ平行な2本の線上になら

ぶ．西側のトラック数のピークを結ぶ線は，隆起した低

断層崖（現在は確認できないが，畑地所有者の修善寺町

大野の土屋誠一氏談による）の東側に沿って併走し，断

層の位置を明示する．東側のトラック数のピークを結ぶ

線は，西側のそれに付随し，それは副断層をあらわすの

かもしれない．両ピーク線とも，D，E，Fの各測線上に

おけるトラック数のヒ。一クと結ばれ，その走向は伊豆半

島活断層図における大野断層の走向と一致している．

　4．4年川断層

　本断層を対象とする調査は修善寺町年川　（第9図の

To地点）の尾根部で実施され，断層を横切る2測線上

に観測孔を10－20m間隔で合計19孔設定した（第11図）．

　測定は1977年11月と1979年7月の2回行った．1979年

7月の測定結果は第11図に示す．この図におけるA，B

測線上のトラック数のピークを結ぶ線は，伊豆半島活断

層図に示された断層の走向と一致している．また，第12

図に示すように，A測線上で1977年11月の測定結果と，

1979年7月のそれと比較すると，トラック数のピークの

位置は，東側観測孔No・8では同一場所にあらわれた

が西側観測孔No・6では2回目でのみあらわれた・

　観測孔No．6のヒ。一クの位置は1977年11月併行して

実施した土壌ガス中のHe及びCO2濃度のピークと一

致した（永田ほか，1978）・

　4．5　加殿断鷹

　K地点（第9図）付近における本断層は，大見川左岸

の河成段丘上に発達した低断層崖の基部に沿って生じ，

この西上りの断層崖の高さをもとの1・5mから2・Omへと

さらに約50cm増大させた（松田，1972）・

　加殿断層を対象とする調査は修善寺町加殿（第9図の

K地点）で，現在約2mの高さの断層崖が認められる河

成段丘上で実施し，断層を横切る1測線上に観測孔を

10－30m問隔で9孔設定した．なお本断層崖東部の田圃

は，調査後耕地整理のため著しく改変された。

　・測定は1977年11月に行わ糎，その結果は第13図に示す

ように，断層崖から20m離れた東側にトラック数のピー

クが測定された。

　この調査に併行して実施された土壌ガス中のHe及び

CO2濃度のピークは，断層崖から10m離れた東側に測定

され，，トラック数のそれと一致しない点に若干問題が残

される（永田ほか，1978）が，トラック数とHc及び

CO2濃度のヒo一クが東側にみられることは，この断層が
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第10図 調査地点0における測線A・B・C・D・E・Fと観測孔配置図，数字は1cm2・1日当りのト
ラック数を示す。

Arrangement　ofthe　survey　Iines　A，B，C，D，E　and　F　and　the　observation　holes　at　the

survey　site　O．Nu皿erals　represent　the　number　oftracks　per　cm2・day．

正断層タイプであることを示唆している．

　4．6　姫ノ湯断層

　H地点（第9図）付近での本断層は，筏川左岸側で石

垣を右ずれ約10cmの喰い違いを生じさせている．

　姫ノ湯断層を対象とする調査は中伊豆町姫ノ湯（第9

図のH地点）で，断層が筏川を通過する地点の左岸側で

実施し，断層を横切る3測線上に観測孔を5m間隔で合

計21孔設定した（第14図）・

　測定は1978年7月に行われ，その結果は第14図に示

す．A測線上では地表にあらわれた断層（石垣の喰い違

い）のやや南側でトラック数のピークが測定された．A

及びB測線上のトラック数のピークを結ぶ線は，伊豆半

島活断層図における姫ノ湯断層の走向と一致する．しか

し，C測線では推定される断層線付近のトラック数は少

なかった．これは測線が路肩にあり，ラドンが放散しや

すい環境にあるためと考えられる．このことは，測線の

設定について細心の注意が必要なことを示している．

　なお，B測線上の4観測孔において定期観測を実施中

である．

　4・7稲取一大峯山断層

　本断層は，1978年伊豆大島近海地震（M7．0）の時に，

変位を生じた地震断層である．

　In地点（第15図）付近での本断層はN600W方向に走

って，右ずれの変位を与え・その水平変位量は46－69cm

である．亀裂の方向はN45－50。Wで，雁行配列のため

亀裂の末端部は高さ5－10cmの盛り上りを生じた（山崎

ほか，1979），

　稲取一大峯山断層を対象とする調査は東伊豆町稲取

（第15図のIn地点）で実施し，断層を横切る3測線上に

観測孔を2・5－10m問隔で合計38孔設定した（第16図）・
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測定は1978年5月に行われ，その結果は第16図に示す

ように，トラック数のヒ。一クは，地表にあらわれた断層

よりも東側にずれて帯状に分布する傾向が認められた．

このことは，断層面が東に傾斜しているため，地表にあ

らわれた断層線よりも東側にラドン！の上昇が多くなるた

めと考えられる．事実，伊豆急電鉄稲取トンネル内にみ

A　Line　　45

第11図

緒
　　　　　39　41
B　Line　　　　　　　　　28

　　　＼　　　　　　　　　　　26　　　　　③　　　　　　　㊥　　　　　　　　　o・，　　　　　　　　　　　⑲　　　　　　　　　甲

　　　　　　　　　　　31
43　74　80　15　46．㊥

　㊥　　　　⑤　　　　　　　　　㊤　　　　⑤．

O　　IO　　20m

一一
調査地点Toにおける測線A・Bと観測孔
配置図・数字はlcm2・1日当りのトラック数を示す・

Arrangement　of　the　survey　lines　A　and　B

and　the　observation　holes　at　the　survey　site

To．Numerals　represent　the　numbe　of

tracks　per　cm2・clay。

られる断層通過点と地表の断層線を結ぶと，断層面は約

80度の北東傾斜であること（山崎ほか，1979）と矛盾し

ないようである．また，トラック数のピークが帯状に分

布することは，地表にあらわれた右ずれ雁行配列（山崎

ほか，1979）を反映しているのかもしれない．

　なお，A測線上のNo・1・3・5・7・9・10・11の7点

において定期観測を実施中である．

　4。8入間断層

　本断層及び石廊崎断層は，1974年伊豆半島沖地震（M

6・9）の時に新たな変位を生じた地震断層である．

　Im地点（第17図・第18図）付近における，本断層の地

表での変位は不明であるが，M－1の断層露頭での走向は

N45。W，傾斜は73－75。NEで，水平変位量は右ずれ40－

42cm，垂直変位量は北落ち20－24cmである　（垣見ほ

か，1977）。

　入間断層を対象とする調査は南伊豆町入間（第17図の

Im地点）で実施し，推定される断層線を横切る60mの測

線上に観測孔を2．5－10m間隔で15孔設定した．

　測定は1977年11月に行われ，その結果は第19図に示

す．明瞭なトラック数のピークは測定されなかったが，

断層が横切ると予想される測線の中央部では，その両端

部に比べてトラック数が多い．ピークが明瞭にあらわれ

なかった理由としては，観測孔付近の地下水位が高く，

かつ，海岸段丘上にあるため透水性がよく（N－1ボーリ

ングによれば深度0－26m間は砂層からなる），断層面に

沿って上昇してきたラドンが，水中に拡散移動するため

と考えられる．
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　・腿しt、・　＼、粗メ轡！ト』守　乙謝餐
航　　1　　　　　0　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4㎞　厚
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ケこコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ

第15図 稲取一大峯山断層（星野ほか，1978）と調

査地点，In：稲取一大峯山断層上（図は伊豆
半島活断層図の一部を加筆使用したものである）

Inatori－Omineyama魚ult（HosHINo6緬」．，

1978）and　its　survey　site，In：on　the　Ina－

t・ri－Ominey我ma亀ult。

　4．9　石廊崎断層

　Ir地点（第17図）付近における地表での変位は不明で

あるが，本断層を対象とする調査は南伊豆町中木（第17

図のIr地点）で，県道が中木入口から分岐して中木部落

に下る道路（地震後に新しく建設された）右側で実施し

た。観測孔は推定される断層線を横切る180mの測線上

に10m問隔で19孔設定した．

　測定は1979年7月に行われ，その結果は第20図に示す

ように，数点でトラック数のヒ。一クが測定された．伊豆

半島活断層図における石廊崎断層の位置は観測孔No・12

付近を通っている．西側のピークはそれに伴う副断層

か，あるいは幅の広い破砕帯の存在に起因するものと考

えられる．

　4・10　梨本断層

　本断層は星野ほか（1978）によれば推定活断層にあた

る．

　本断層を対象とする調査は河津町荻の入（第21図のN

地点）において，荻の入川左岸河成段丘上で実施した．

観測孔は川岸から山際まで，45mの測線上に5m間隔で

10孔設定した．

　測定は，地震予知研究の一環として地震波速度の変化

に関する研究のため，地質調査所が1978年12月13日に実

施した南伊豆爆破の前後に2回実施し，測線上のトラッ

ク数の分布の検討のほかに爆破の前後におけるトラック
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第16図 調査地点Inにおける等トラック線図．数字は1cm2・1日当りのトラック数を示す．

Contour　map　ofthe　track　number　observed　at　the　survey　site，In。Numerals　represent

the　number　oftracks　per　cm2・day，
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　　　　、．，、、騨灘渉

第17図　入間断層（垣見ほか，1977）及び石廊崎断層（星野ほか，1978）と調査地点，Im；

　　　入問断層上，Ir；石廊崎断層上（図は伊豆半島活断層図の一部を加筆便用したものである）

　　　Iruma£ault（KAKIMI6渉α」・，1977）and　Irozaki　fゑult（H：osHINoθ渉α」。，1978）and　their

　　　survey　sites，Im：on　the　Iruma£ault　and　Ir：on　the　Irozaki£ault，

　飼昂1

　　　　　　　　　　　　　　織
　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　・、P　　、簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　灘灘轟．灘

　　　　璽罷舗磐　『ル・　一
　　　　…・・Observati。nh。le　　　　　4

　　　　　磯　　 Boring　Point

　第18図　調査地点Imにおける測線上の観測孔配置図（垣見ほか（1977）より，一部加筆〉

　　　　Arrangement　of　the　observation　holes＆t　the　survey　site　Im（㎞IMI6猛乙，1977）．
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数の変化の有無についても検討を行った．なお，南伊豆

爆破は深度55－76mの孔内に，薬量500kgのダイナマイト

を発破させ，その規模は地震のマグニチュードに換算す

るとL8程度である．また，爆破点から本測線までの距

駄％m亀dqy

50
0　　5　　ゆrn

一

離は約3kmである．
　測定の結果は第22図に見られるように，トラック数の

ピークは2回とも同一場所の川沿いの観測孔No・2に

あらわれ，この点に断層が通過していることが推定され

たが，爆破前後におけるトラック数についてはとくに明

瞭な変化は認められなかった．

25

5．ま　と　め

第19図

2　　　345678910111213　　　14　　　15

調査地点Imにおける測線上のトラック数
分布図

Distribution　of　the　track　number　observed

・nthesurveylineatthesurveysite∫m・

伊豆半島における10カ所の活断層上で，αトラック法

の活断層調査への応用の可能性について総合的な検討を

試みた．その結果，①ほとんどすべての活断層におい

て，断層線上あるいはそれに近接してトラック数のピー

クがあらわれる．従って，測線上のトラック数のピーク

を結ぶ線は断層の走向線にほぼ一致する．このことか

ら，本方法が活断層の探査及びそのマッピングの新しい

一手法として有効であることが明らかになった．②断層

N・秘m亀dσy

ll1
O　　IO　20m

一

234567891011『213141516171819
　　　第20図　調査地点Irにおける測線上のトラック数分布図

Distribution　of　the　track　number　observed　on　the　survey　line　at　the　survey　site　Ir。

第21図 梨本断層（星野ほか，1978）と調査地点，N：梨本断層上（図は伊豆半島活断層図の一部

を加筆使用したものである）

Nashimoto魚ult（HosHINo6麺乙，1978）anditssurveysite，N：onthe　Nashimoto魚ult．
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面が傾斜する場合その上盤側に，トラック数のピークが

あらわれる傾向がある．この場合地表にあらわれた断層

線から，トラック数のピークを示す位置までの距離は，

断層の傾斜角ならびに表層堆積物あるいは風化帯の厚さ

に関連していることを示唆している（第23図）．③同一断

層においては，表層堆積物の厚さによってトラック数の

増減がある．すなわち，表層堆積物の薄いところでのト

N・％m亀dqy

50

0　　5　　10m

一一

ラック数は，厚いところより高い値を示す．このこと

は，表層堆積物中を通過するラドンの上昇時間の差に起

因するものと考えられる．

　KING（1978），山崎断層研究グループ（1978），杉崎・

志知（1978）は，断層付近の地下ガスを対象として，ト

ラック数・He／Ar・N2／Ar等の経時変化の測定を行い，

これらと地震発生との関連性について報告している．筆

者らも観測強化地域に含まれる丹那・姫ノ湯・稲取一大

峯山断層及び富士川2）・国府津一松田断層について，定

点を設けてαトラック法によるラドン濃度変化の経時観

測を実施し，近接地域内で行われている他の観測データ

との比較検討を行っている．これらからいくつかの新し

い知見も得られているが，それについては別に報告する

予定である。

2345678910

Dec．7－12　r978
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第22図 調査地点Nにおける測線上のトラック数分
布図

Distribution　of　track　number　observed　on

the　survey　line　at　the　survey　site　N’。
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　　　第23図　活断層のタイプとラドンガス発散機構模式図
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